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　早稲田大学図書館では 1998 年より米国の
Innovative Interface社（以下、III）の図書館シス
テム INNOPACを導入しており、2002年よりその
中のWeb版業務用モジュールであるMillennium
を用いて目録や収書、貸出業務を行っている。IUG 
（Innovative User Group）Conferenceは IIIの図書
館システムのユーザーが一同に会する機会であり、
情報交換の場としても重要なものであると同時にシ
ステム開発・販売元の役員や担当者とも直接会うこ
とのできる貴重な場ともなっている。
　今年で 22回目となり、本学は 1999年より毎
回参加している。今年の開催期間は 4月 14日か
ら 4月 16日、会場は米国ミネアポリスの Hilton 
Minneapolisであった。
　今回も IIIのセールスマネージャーと事前にア
ポイントを取り、直接交渉を行った。Unicodeス
トレージへの移行に関する情報、Millenniumの
後継システムである Sierraへの移行条件（現行の
Millennium Release 2011のバージョンからでも
移行できる件ほか）と今後 IIIが提供するサーバで
Sierraのテストを行うこと、費用面での要確認事項
等について、予め質問事項として用意した内容を中
心に確認ならびに交渉を行った。
1．IIIスタッフとのミーティング（4月 14日）
　III側の出席者は 5名であった。
1）Unicodeストレージへの移行について
　現在のMillenniumで使用している Shift-JISの
文字コードから Unicodeへの変換について手順等を
III側に確認した。Unicodeストレージへの移行は、
Sierraを含め、主だった図書館システムが Unicode
ストレージで動いていることを考えると急務の課題
と言える。ミーティングでは、早稲田側のテスト
サーバでテストすることで検討したい旨を伝えたと
ころ、Unicodeへのコンバートの費用はかからず、
Unicode化のためのシステムダウンは約 2時間とい
うことであった。ただし、事前のバックアップが必
要になるので、その時間も念頭に入れておく必要あ
るとのことであった。
　また、Unicode化についていくつか質問をしたと
ころ、例えば、文字コード {231}uは u{u0307}にな
ることで後ろの文字を修飾する形から前の文字を修
飾する形に変わるが、e{u302}は Single Valueとし
て {u00E7}のように格納されるので、ばらばらにな
ることはなく、入力する際には e{u0302}と入力でき、
Saveするときに {u00E7}に置き換わるということ
であった。こうしたことも今後詳細を確認する必要
がある。
2）Sierraについて
　Millenniumの後継基幹ソフト Sierraについては、
今後、詳細を検討していく必要があるが、まずはど
のようなものかテスト環境で検証できないかという
ことを考えている。そこで、Sierraのテスト環境の
無償提供、及びMillenniumから Sierraに移行する
場合の条件について打ち合わせを行った。
　Sierraのテストについては IIIのデモンストレー
ションサーバを使って、システム担当者と連絡を
とって早稲田の PCをクライアントとして使うこと
ができること、なお、テストは複数の PCで行える
とのこと、テストにかかる費用は発生しないとのこ
となどの説明を受けたことから、今年度後期に向け
て Sierraのテストを行うことを検討することとし
た。なお、Millennium R2011 1.4 でも Sierra 2.0
へはダイレクトに移行できるようであるが、Sierra
のバージョンも今後アップグレードしていくであろ
うことから、さらに調査が必要と思われる。Sierra
はWindows 7もサポートしているとのことなので、
テスト用 PCとして現在の図書館業務用 PCを使用
できる見込みが立った。
　そのほか、価格体系、移行費用等についても具体
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的な説明を求めた。なお、Unicode化が Sierraへ移
行する前提条件になるため、まずはUnicodeストレー
ジへの移行を行いたいが、テストをするにもその検証
には時間が必要であり、2016年度からすぐに Sierra
にアップグレードすることは難しい旨を伝えた。
3）既存の問題の解決について
　現行のMillennium（Release 2011 1.4）で生じて
いる不具合についてもあらためて修正を要請した。
昨年度の IUGでも要請して、なお解消されていない
不具合（Verify Headingsの機能上の問題、キーワー
ド検索で「巻」・「々」が検索できない件、OPACか
らの E-mailの結果出力において「X件目（Y件中）
のレコード」という部分と tag856のリンク名が他
の部分（Shift-JIS）と異なり UTF-8であるため、
文字化けする件など）をまとめ、その解決に向けて
交渉を行った。
2．IUG参加セッション
　以下のセッションに参加し、主に Sierraの基本的
な機能・設定等について情報収集を行った。
J09 Two In One: Merging two systems and 
migrating to Sierra within one year (4/15 9:00–
10:00), K10 Starting Serials in Sierra (4/15 
10:30–11:30), L06 Basic Circulation in Sierra/
Millennium (4/15 13:30–14:30), M01 Cataloging 
Setup in Sierra (4/15 15:00–16:00), N02 Encore/
WebPAC Search Forum (4/15 16:30–17:30), O06 
using Review Files and global Update, Sierra 
Style (4/16 9:00–10:00), Q06 Implementing Patron 
Loads to Improve Efficiency at the Circulation 
Desk (4/16 13:30–14:30), R10 Moving to the Cloud 
(4/16 15:00–16:00).
3．参加者との情報交換
　Opening Session、Receptionや Sessionの間の時
間を使って他の参加者と情報交換を行った。今回の
参加登録者数は 897名（初めての参加者は 237名）
と IIIからは 58名の参加であった。参加者の大部分
はアメリカからで、45州からの参加があったという
ことである。一方、国別では 11か国とのことであっ
た。どのユーザーもUnicode StorageでMillennium
ないしは Sierraを使っており、今年はさらに Sierra
ユーザーが増え、アメリカ国内では Sierraへの移行
がさらに進んでいるようであった。
　15日には、International User（アメリカ国内を
除く各国のユーザー）を対象にした International 
Receptionに参加した。その中で、既にMillennium
から Sierraに移行したヨーロッパ（コンソーシアム
のメンバーのエストニア、フィンランド等）からの
参加者に様子を聞いた。日本のユーザーとして、ロー
マ字のほか、「漢字」と「かな」の 2つの文字体系
があり、なおかつ著者名やタイトルなどで表示形と
よみの両方を持たせていることや、Sierraの翻訳
ファイルがどのようなものかまだわからないと伝え
たところ、Sierraは開発中の部分があるので、新し
い機能が追加され、その部分の翻訳が間に合ってい
ないとのことであった。また、この会の中で IIIの
プロダクトマネジメント担当上席副社長にも話を聞
くことができた。
　いわく、Sierraは今後も短期間のうちに新機能を
追加していくとの説明があったが、参加者たちから
はアップデートについて事前の十分な周知がなされ
ていないのではないかという不満や、まず現在のバ
グを修正してほしい旨の要望が上がっていた。
　このたびの IUG2015に参加し、IIIの最新情報を
得ることができ、交渉も一定の成果を得た。これら
の結果を受けて、Millenniumのバージョンアップ
等について 2015年度の具体的な計画を策定するこ
ととした。
2日目（4月 15日）に行われた昼食会
（All Conference Lunch）の様子
